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４
月
８
日
（金）
、
大
津
緑
洋
高
校

の
開
校
・
入
学
式
が
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
で
開
か
れ
、
新
入
生
や
在
校

生
な
ど
約
１
１
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
同
校
は
県
の
再
編
整
備

計
画
に
基
づ
き
大
津
、日
置
農
業
、

水
産
の
３
つ
の
高
校
が
統
合
し
て

で
き
た
も
の
で
、
今
年
度
の
新
入

生
２
１
６
人
を
第
１
期
生
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
内
初
の

キ
ャ
ン
パ
ス
方
式
を
採
用
し
て
お

り
、
普
通
科
、
農
業
系
学
科
、
水

産
系
学
科
の
授
業
を
統
合
前
の
３

つ
の
校
舎
で
行
い
ま
す
。

　

新
入
生
代
表
の
普
通
科
1
年
、

藪
木
眞
子
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
伝

統
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

伝
統
の
礎
を
築
き
、
１
期
生
の
自

覚
と
誇
り
を
持
っ
て
ま
い
進
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
方
式
で
大
津
緑
洋
高
校
開
校

新
し
い
伝
統
の
礎
を
築
く

向
津
具
保
育
園
が
開
園

歌
っ
て
踊
っ
て
開
園
を
祝
う

　

４
月
５
日
（火）
、
向
津
具
保
育
園

で
平
成
23
年
度
入
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
向
津
具
保
育
園
は
、
大

浦
保
育
園
と
久
津
保
育
園
の
統
合

に
よ
り
、
開
園
し
た
も
の
で
す
。

式
で
は
、
金
子
紀
枝
園
長
が
「
大

浦
保
育
園
と
久
津
保
育
園
の
２
つ

の
保
育
園
が
１
つ
に
な
り
、
向
津

具
保
育
園
に
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
先
生
や
お
友
だ
ち
の
名
前
を
覚

え
て
仲
良
く
な
り
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
２
園
に
通
っ
て
い
た
園
児
が
16

名
、
新
た
に
入
園
し
た
園
児
が
４

名
の
計
20
名
の
園
児
た
ち
は
、
み

ん
な
で
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て
、

入
園
を
祝
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
で
は
今
日
か
ら
７
１
７
人
の

子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
に
通
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▲二井関成知事から原田剛校長への校旗授与

▼校名札の除幕式の様子

県
内
初
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得

安
心
・
安
全
を
売
る
た
め
に

　

４
月
７
日
（木）
、
適
正
な
栽
培
管

理
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
農

産
物
を
消
費
者
に
届
け
る
生
産
者

と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
取
得
し
た
長
門
市
三
隅

地
区
の
２
法
人
が
、
長
門
大
津
農

協
の
小
田
保
男
組
合
長
に
認
証
取

得
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
認
証
を

取
得
し
た
の
は
、
減
農
薬
・
化
学

肥
料
不
使
用
で
「
穂
垂
米
（
ほ
た

れ
ま
い
）」
を
生
産
し
て
い
る
農

事
組
合
法
人
・
二
条
窪
（
谷
村
孝

組
合
長
）
と
、
ネ
ギ
、
コ
マ
ツ
ナ

等
の
野
菜
を
主
に
生
産
す
る
有
限

会
社
ど
ん
ぐ
り（
田
邊
英
雄
社
長
）

で
す
。

　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、
農
林
水
産
省

が
推
奨
す
る
農
業
生
産
工
程
管
理

手
法
の
１
つ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
が
定
め
た
「
農
産

物
の
安
全
」、「
環
境
へ
の
配
慮
」、

「
生
産
者
の
安
全
と
福
祉
」、「
農

場
経
営
と
販
売
管
理
」
の
４
つ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
約
１
３
０
の
厳

し
い
審
査
項
目
を
も
と
に
、
認
証

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

田
邊
社
長
は
「
今
回
の
認
証
に

よ
っ
て
真
の
安
心
・
安
全
と
は
何

か
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と
報
告
。

ま
た
、
二
条
窪
の
槌
田
専
務
理
事

は
「
こ
の
機
会
に
安
心
・
安
全
に

対
す
る
長
門
市
全
体
の
意
識
改
革

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

小
田
組
合
長
は
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
安
心
・
安

全
を
い
か
に
差
別
化
で
き
る
か
が

大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
に
販
路
拡

大
を
図
り
た
い
で
す
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

▲左から田邊社長、槌田専務理事、谷村組合長、
小田組合長

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

み
す
ゞ
さ
ん
の
こ
こ
ろ
を
歌
う

　

４
月
３
日
（日）
、
み
す
ゞ
少
年
少
女

合
唱
団
第
５
回
定
期
演
奏
会
が
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行
わ
れ
、
市
内
の

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
31
人

が
澄
ん
だ
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

公
演
は
４
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
、

第
１
部
で
は
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の

詩
に
曲
を
つ
け
た
歌
の
合
唱
が
、

第
２
部
で
は
昔
の
わ
ら
べ
歌
な
ど

の
お
ど
り
と
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
第
３
部
で
は
長
門
市
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
藤
田
卓
也
さ
ん

の
独
唱
が
、
第
４
部
で
は
少
年
少

女
の
た
め
の
合
唱
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
演
に
会

場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

三
隅
川
で
環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
稚
鮎
を
放
流

き
れ
い
な
川
で
元
気
に
育
て
！

　

4
月
9
日
（土）
、
三
隅
川
で
稚
鮎

の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
三
隅
地
域
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
中
野
博
文
会

長
）
が
同
川
の
環
境
保
全
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
三
隅

川
河
川
公
園
「
清
流
」
を
メ
イ
ン

に
合
計
９
箇
所
で
、
あ
わ
せ
て
約

１
万
３
千
匹
の
鮎
の
稚
魚
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
隅
保
育
園
や
宗
頭
幼
稚
園
の

園
児
、
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
な
ど
約
70
人
が
集
合
。
体
長

10 

cm
程
度
に
育
っ
た
稚
魚
を
一
斉

に
放
流
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
川
を
下
る
鮎
の
姿
を
楽

し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
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